














合とは異なり，48 年から 50 年までに新制大学になった旧女専 41 校中 10 校が共学校，31 校が別学校
となり 4，さらに女高師の場合は 3 校中 1 校が共学校に，2 校が別学校になった。この他，旧女専の
中には短期大学に転換したものも 53 校を数えた 5。
旧女子高等教育機関の新制大学への転換については，公立・私立といった設置主体別や専門分野別
に検討すると，その特徴がより明確になる。まず 1950 年の状況を設置主体別にみると，公立女専の
場合は共学が 5 校，別学が 4 校であり，私立女専は共学が 6 校（東邦大学の母体は二つの女専），別
学が 27 校（聖心女子大学の 1 分校は除く）であった。また専門分野の違いでみると，本論で考察す
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校女子部を含む）は 7 校設けられ，また女専全体の本科在籍者の中では家政・裁縫学科の 32.3% に次




次に，戦後の薬学教育をめぐる状況を記すと，1946 年 6 月，日本薬剤師会は薬学教育の当面の問
題点を検討する目的で薬学教育審議会を結成した。また，47 年 7 月 24 日には全国薬学専門学校長会
議が開催され，すべての薬育機関は新制大学にすることなどを確認した 12。さらに，9 月 15 日に薬
学教育審議会（その後薬学教育委員会に名称変更）は薬学教育の教育課程を決定した。そして，大学
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基準協会は，薬学教育委員会委員や医学関係者を委員として，上記案を参考にして「薬学教育基準」
を作成し，薬学系大学の設立審査はこの基準に基づいて行われることとなった 13。この他，48 年 7
月公布の薬事法では，薬剤師の国家試験の受験資格が「大学において，薬学の正規の課程を修めて卒
業した者」と定められ 14，薬学専門学校は大学への転換が迫られることになった。
この他，薬学教育をめぐる動きとしては，1949 年 7 月 1 日にアメリカ薬剤師会使節団が来日し，7
月 31 日に GHQ に報告書を提出している 15。報告書では医薬分業を強調するとともに，薬育の水準
向を提案している。
上述のような過程を経て，新制大学としての薬学部や医学部薬学科の設置は 1949 年から始まった
が，ここで 51 年時点の薬科大学や薬学部の設置状況を概観しておきたい 16。国立大学では旧官立薬
学専門学校や医科大学附属薬学専門部などを母体にして 5 校に薬学部が，その他旧帝国大学 4 校に医
学部薬学科が設けられていた。また公私立薬科大学としては，旧薬専を母体にして公立 2 校，私立
10 校が設けられていた。このように，51 年時点で薬学部が 17 校に，医学部薬学科が 4 校に置かれ
ていた。






なお，1945 年 3 月設立の私立静岡女子薬学専門学校は 48 年 8 月に大学設立認可を申請したが認可
されず，50 年に共学化 17 して静岡薬学専門学校となり，さらに 51 年 10 月には再度静岡薬科大学の
設立認可申請し，認可には至らなかった。また，財政難のために 52 年には静岡県に移管され，結局
53 年 3 月に共学の静岡薬科大学として設立認可されている 18。静岡薬科大学は本論文の対象時期以
表 1　旧制女子薬学専門学校の大学転換状況（1949・1950 年）
旧制校名（設立年） 設立時の校名（設立年）共学・別学 備　　　考
帝国女子薬学専門学校（1925） 大阪薬科大学（1950）：共学 1949 年に専門学校を共学化
共立女子薬学専門学校（1930） 共立薬科大学（1949）：別学 1996 年に学部を共学化　※A
昭和女子薬学専門学校（1930） 昭和女子薬科大学（1949）：別学 1950 年に昭和薬科大学
東京女子薬学専門学校（1930） 明治薬科大学田無校（1950※B）：共学 1950 年明治薬科大学と合併
帝国女子医学薬学専門学校（1930※C） 東邦薬科大学（1949）：共学 1951 年に東邦大学薬学部に
東京薬学専門学校女子部（1931） 東京薬科大学（1949）：共学 東京薬科専と合併
神戸女子薬学専門学校（1932） 神戸女子薬科大学（1950）：別学 1994 年に共学化
※ A：2007 年から慶應義塾大学薬学部に。※B：女子部の大学転換の年次。※C：薬学科の設立年。各大学沿革史
などから作成。









育の改革方針の下で 1947 年 6 月に旧制大学となり，予科を設けた 19。この時，男女共学とし，また
「帝国」の校名は戦後社会にふさわしくないとして「東邦」医科大学と改めている。その後 49 年には，
同医学薬学専門学校の薬学科も新学制の下で共学の東邦薬科大学となり，さらに 50 年には帝国女子



























東京薬科大学の設立認可申請書は 1948 年 7 月 27 日に提出されたが，同申請書中で「学部・学科の
組織」は「薬学一学部で男子部と女子部の組に分ける」とされ，その理由としては「男女共学の教育
方針であるが男女の生活様式の差異を考へ且従来の設備を其侭使用し得る点を考へ組を分けて教授す



























揮するなど，種々の問題を内蔵」した，と功罪両面があった点を指摘している。1949 年 7 月の時点で，
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同大学には 54 人の女性，150 人の男性が在籍している 31。
その後，理事会は男子部を第一薬学部，女子部を第二薬学部とすることを構想し，1956 年 11 月に
学部設置認可申請書を作成し，文部当局と協議を始めた。しかし，学部増設は「取扱いが厳しく」，



















なお，同大学の 1949 年度の募集人員は 120 人（男女）と報じられ 38，49 年 7 月の時点で女性 2 人，
男性 106 人が在籍している 39。













大阪薬科大学は，1949 年に専門学校段階で共学化し，翌 50 年設立の大学でも共学を実施した。













同校では改めて大学設立を試み，1949 年 9 月 10 日に「大阪薬科大学」の設立認可を申請し，50 年

















共立薬科大学は，1930 年創立の共立女子薬学専門学校を母体として 49 年に女子大学として設立さ
れた。 
『共立薬科大学四十年史』によれば，新学制への対応に際し，大学への転換と男女共学の「二つの











同校は，1948 年 7 月 30 日に設立認可申請を行ったが，校名に「女子」を付さなかったためか，申
請書には女性の教育機関であることや，後述する昭和女子薬科大学のような女性の特性についての記
述は特にみられない 48。翌年 2 月 21 日付で同大学の設立が認可された。
同大学では入学者の確保が懸念されていたが，戦後の「経済事情の逼迫と，女子は大学までやらな





その後，同大学は 1986 年 4 月に共学の大学院修士課程を設置し，88 年 4 月には共学の博士後期課




1948 年 3 月の神戸女子薬専の教授会では，大学への転換を前提として共学問題をめぐって活発な
議論を展開した。共学・別学をめぐる議論を記述する沿革史は数少ないことから，同校教授会におけ

















いる点が着目される。同大学の設立は 49 年 2 月 21 日付で設置認可された。
同大学に関して注目される点として，法人名からは「女子」を削除したことがあった。すなわち，





問い合わせがあり，同校では 49 年 4 月 22 日付の返書で「他日男女共学の場合再び寄附行為改正の煩
を慮り単に神戸薬科大学と称します」と回答している 55。























述の 48 年 3 月の神戸女子薬専の教授会で学生確保や研究の活性化などの面からなされた共学支持論





昭和女子薬科大学は，昭和女子薬学専門学校（1930 年創立）を母体として 1949 年に女子大学となっ
たが，早くも翌 50 年に共学化した点で注目される。
『昭和薬科大学四十年史』には，創設時に女子大学とした理由は特に記されていない。しかし，48
年 7 月 30 日の認可申請書には女子大学としての特徴が明確に記され，その「目的及使命」では女性
薬剤師を育成するとともに，「薬学教育の本質に鑑み家庭生活の科学化，育児の合理化，更に子女の





同大学の最初の入学試験は 1949 年 5 月 25 日に実施されたが，定員 80 人に対して「入学許可者」
は僅かに 12 人に過ぎなかった。同沿革史は，「こうした実状」を受け男女共学は「時代の要請」であ
ると同時に，財政的にも「本学にとっては切実な問題でもあった」と記している 59。このような状況
の下で，理事会は 49 年 10 月 8 日に学校名称変更などについて議論し，校名を昭和薬科大学とし，共
学化することを決めている。このように，同大学は別学大学として発足したが，入学者難のため早く
も翌年には共学大学と改めることとした。














た昭和女子薬科大学が注目される。さらに，神戸女子薬学大学は 93 年まで 45 年間，共立薬科大学は






















集が困難なことを理由として，昭和女子薬科大学以外の 2 校も 1995 年までに共学大学と改めたこと
に着目したい。これは全体的な女子大学の共学化の流れに位置づくいえるが，今後の女子大学の方向
を考える上で重要な事実と捉えることができよう。




転換したが，共学は 3 校，別学は 3 校であった。また，新制大学への転換では，官立の女高師の場合
は 3 校中共学が 1 校，別学が 2 校で，家政・文学系が主体であった公立女専の場合は共学が 5 校，別
学が 4 校であった。しかし，公立の共学校中 4 校は同一府県内の男子系高等教育機関と合併した結果
の共学であり，旧女専の家政系や文学系の専門分野が共学大学の中に家政学部や家政学科などとして
残された。さらには，既述したように，家政系や文学系の私立女専はすべてが別学を選択した。

















4  文部省大学学術局技術教育課『専門学校資料（下）』，1956 年。
5  同上。この他廃校とした旧女専が 11 校あった。
6  上村千賀子『女性解放をめぐる占領政策』（勁草書房，2007 年），野坂尊子「戦後教育改革期における『家政学』
理解」『大学教育学会誌』第 23 巻第 2 号，2001 年。




一考察」，『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』第 27 号，2017 年。
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34 『明薬六十年の歩み』，明治薬科大学，1962 年，288・289 頁。
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57 『学校法人　神戸薬科大学年史　第三巻』，神戸薬科大学，2015 年，249 頁。
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60 『昭和薬科大学四十年史』，昭和薬科大学，1968 年，165・166 頁。









　また，本研究は日本学術振興会の科学研究費補助金（2016 ～ 2018 年度）により進めたものであることも付し
ておきたい。
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